


大空に賭ける人類の夢は果てしない。その

夢をのせて、今や航空機は人類の足として世

界の空をかけめぐり、日進月歩の発展ぶりは

とどまる処を知らない。

とくに、兵器としての航空機は一国の運命

を左右するとも云われるだけに、幻のベール

につつまれてはいるが それは素晴らしいス

ピードで発達しているに違いない。

より速く、 より強く、・・・・・・その命題のもと

に各国の空軍は析を競い、その力強い爆音は

世界の大空に響いている。

日本に於ても次期戦斗機の決定をめぐり、

いわゆる、 FX問題が政治問題としても大きくク

ローズアップされている最中、函館空港に突

如ソ連の幻の戦斗機MiG-25が飛来し全国的

に話題が沸騰している。

そんな話題の真最中にこの映画、世界の空

軍グは偶然に登場する。

東映の洋画部がこの作品に目をつけたのは

昨年の 12月であった。以来、世界各国と交渉

し、英国情報局、ホーカー・シドレ一社、ソ連

国防省、米国のぺンタゴン及びグラマン社、

ゼ、ネラル・ダイナミックス社、サンダー・バー

ズ飛行チーム、 マクドネル・ダグラス社、仏

国防省等から資料の提供を得て、この、世界

の空軍かの編集を始めた。

今話題になっている MiG-25 を始め、米国

の F -14 、 F -15 、 F -16等、米、ソ、仏、英、スウェー

デン、スイス等の第一線で活躍中の最新鋭機

(戦斗機、爆撃機、艦上攻撃機、日常戒機、輸

送機、偵察機、地対空、空対空ミサイル)の

総てを集めている。それは各国空軍の性能、

装備、訓練、実戦等を各国一流キャメラマ

ンが撮影したもので、そのフィルムは 2 万メ

ートルにものぼる。

この作品の内容は、ベトナム戦争で活躍し

たファントム (F - 4) 以後、世界の航空機の

性能戦争の中で次々と生れた最新鋭機の全貌

をとらえ、その激しい競争の模様と、各国の

現有勢力の戦斗機を中心に、 トータル・シス

テムを解説している。

空軍機の姿は華麗であり、見る者の夢をさ

そう。そして、その斗う姿は雄々しく、たく

ましく壮絶で、ある。だが、それに内臓されて

いるものは、寸秒を争つ空の戦に備えた装備、

地上攻撃用の強大な破壊力を持つ武器、また

寸分の狂いも許されぬ精密なメカニックのか

たまり、それが空軍機である。そして、その

性能を争う戦いは無限に続く事であろう。

このように発達し最大な攻撃力を持つ航空

機の全貌を知る事は、いくら戦争を放棄した

とはいえ、現在の日本人にとっては本当に必

要な事ではないだろうか・・・・-。

映画音楽担当「長戸大幸」について

この映画音楽を担当している長戸大幸は、

地道な活動を続けながら、次第にその輝きを

増してきっ、ある ニュー・ミュージック・

シーンの新星である。彼は今、自ら主宰する

「ビッグ・ミュージック」て、の活動を主とし
ているが、近い将来、日本のミュージック・

シーン全体を大きく動かす可能性を秘めた、

若手コンポーザーの一人である。

「シーチャン・ブラザース、」について

日本で初めて本格的なクロス・オーバー・

サウンドを手がけてきた彼等は、今も主とし

て、ライブ・スポット活動を中心に活躍して

いる。高円寺「次郎吉」、京都「拾得」等がそ

の活動の舞台である。
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